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フラーウィオには2人の量巨ウII―ネとロターリオが

いた。ウゴーネの息子グイートとロターリオの娘エミー

リアは婚礼を明日に控え ―同ほ祝賀ムードに包まれ
ている。

i=0憲】
またウゴーネにはテオブータという美しい娘もいて

彼女は廷臣ヴィティージェと秘かな恋仲にある。そう

とも知らず また自分には二|こがいるにもかかわらす
国王フラーヴィオはこのテオダータにな心を抱いてし

まった.君主の気_~ち を知った二人は何とか彼の気持
ちをはくらかそうと画策する .

【名書か層か】

そんな中 属領ブリタニアの長官が老齢のため:退す
ることになった。フラーウィオIは軽率にも口先で日

ターリオに後任を頼んでおきながら すぐに言を翻し
てウゴーネを指名してしまう.目 の前の昇進を取り上

げられた回ターワオの怒りはウゴーネヘの敵意となっ

た 損を殴打されて帰ってきたウゴーネに 息子グイー
ドは父の名誉を傷つけた宿敵への復書を誓うが それ
が.f嫁エミーリアの父だったことを知る

父の受けた悔辱 |ま晴らされるのか ?名誉と愛にうき裂

かれた二人の運命は?Iの横恋慕の結末は ?
悲劇と喜劇の絡み合うパロック オペラの世界にこ期
待ください.
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'「
フラーヴィオ」公演に向けての研究会案内
1)イタリア語ディクション講座 6月 20日 (土)場所未定 ]4:00-17100講 師|エルマンノアリエンティ(慶應箋塾大学イタリア語講師)

2)台本から見たオペラ「フラーヴィオJ 6月 28日 (日 )場所時間未定 講師i諏訪鈴子 原雅EI

3)歴史と政治から見た
'フ
ラーヴィオJ、 「フラーヴィオJの演出と音楽について 7月 4日 (■)場所時間未定 講師:二ヶ尻正、原雅日


